
早期生孝治与とヘイキューブ利用による   

乳用雌子牛の育成に関する予備試験  

家畜部 飼養韻一室遠畑  亮  

1． 目 的   
浅沼  実  

乳用めす子牛の育成には為一胃容積の錮係から良質牧乾草の給与が好ましいことは当然であ   

るが都下ではその入手方法品質さら－こは保管面においてやや問越があるのでむしろ比較的入手   

しやすく、また品質も安定しているヘイキューブを利用し、かつ実際面における早期生草給与   

の現状を加味して育放をおこない発育および経済性について調査する。  

2．試験の方法   

（1）試験劾間  

昭祁47年5月24日より11月15日の間においてそれぞれ生後18D日令までの期間   

（2）供試牛  

場産下記1口1，51号の2頭についておこなった。なお、P，β号は壕慣行発育成績と  

して比較をこ使用したものである。  

表1  供 試 牛 内 訳  

名  号   生 年 月 日   生 時 体 重   

101・号   4 ヱ 5．24   A 鼠0   

51号   4 7  5．18   45．5   

P号   4 5． 5．19   d 占．0   

B号   45． 5，2d   4 d．占   

（引 供武飼料  

蓑2  給 与 飼 料  

飼 料 名  DCP  ’rDN  1kg当り価格   摘  要   
モーレウト特A  2 5，0  9 0．0  14 Rl円  

モー・・レ サト   21．0  7 7rD   4（～．7円  

配  合   15．7  d 94  2鼠02円  自家配合   

ヘイキューブ  12．占  51．4  5 2．dd円  



表5  自家配合飼料配合割合  

（4）飼料の給与  

全乳を生後7日間日量dkgの割合で給与し、他の飼料は下記基準とし採食状況により感官  

加減した。  

表4  181頭当り飼料給与基準量  

8  15     5d  42  d9  一 ●  d5  ㌍   121  151   朗  備 考  

モーレット特A  1850□ダを 2由比分けて給与  

モーレツトおよ  2．0  2．0  2．5  う．D  う．0  蒼 日量 2．5  び配合（噂）  q 日量 D・2lO・5   0．71．0   1・5  
ヘイキューブ   0．2～8．4k銅酎昏追加  

育刈シ   
ソルゴー   

て筈豊吉≡    臣誓・苦            5  J・－ゼ  10・・－ 1」    水  r噂）  彗雪5ld    l 7  8  10  1D  12     鮭  

給与方法はモーレツト特Alま1日量を2分し、微温湯r約2立）にて虎拝の上8時半、   

1d時の2恒】に給与した。モーレ・ソトは普及性を考えて自由採食がよいと思われたので十分  

量を朝あたえ翌朝残飼を計量とりあげてから新しいモーレ・ソトを給与した。ヘイキューブは   

初期はくだいて与え残飼をみながら紋日毎に入れかえた（育刈飼料ほ8時半、1占時の2岨  

に給与、また水はモーレツト給与申は制限して微温湯をあたえ9ロ日以降Iま自由飲水させた。  

なお独房（27刀×27乃）のなかにイナワラを敢料として与え自由採食させた¶   

（5）測 定  

体重は一週間毎におこなうとともに測定は1ケ月毎に実施した。  

5．試鹸成績   

川 発育成績  

体重および各部位の実測値は下記のとおりであった。   



表5 発 育 成 績  

名 令   101号  51号  備 考   

日 食  50           180j   如   dO  9D  
体 高田l  85，0  888   958   9PO   105．9   105，9   ．81・8   872  92（）   975  【9鼠9   ．1．02ノ2二  

体 長  82A  90d   10D。5   10ヱ1   111．5   1177   81．9   8フニ2  970   9貸d  1025   115，5  

尻 長  2d5  2鼠0   52．0   54．5   5d8   575   2る．0   2？0  52工）   55．5  545   5dO  

頗角巾  20．0  22．5   25．5   285   5D8   52工）   1鼠5   22．5  25（】   270  28J〕   50．0  

胸 囲  91【）  10ロ．0   115月   125」〕   1弧0   154．0   0．0   102」〕  11t】．0   118上l  124工l   128上）  

管 囲  11．2  12．0   15．0   1う．5   14．D   14月   11．5   128  1：∠．7   1iO  1う．0   1ま．5  

体 重吻  d7  ●；       ●－       190   21D   ．d5   85  11d   159  159   17d  

D・Gk夕  llO55   11□0   D9占d   1．000   Dddd      0叫1・055    0叫07dd    05血i  

全期平均1日当増体重   

＝‖号 894ク   

51号 725ダ   

P 号 759ク   

B 号 941ク   

またホル脇正常発育平均値および場慣行育成成績の体重〉こついて比較図示すると下図  

のとおりである。  

慣行育成牛成績  試験牛増体成績   

生   3（l  

時   日  生   30  

時   日   

－5－  



上記養および偶のとおりホル脇平均値あるいはそれを上まわる成績で場慣行育成眈横と比  

較しても殆んど差は認められず、さらに農林省畜試試案に較べると大巾に上まわった既績と  

なっている。   

（2J飼料の採食成績および一般饉康状態  

ア．モーレットの採食  

モーレツト特Aの完全採食は当然のことながらオーPファクな添加して下痢の予防につ  

とめた。モーレツトは特に強制採食させなくともよく喰いついた。前述のように不新治餌  

を考えて十分に採食させたが101号が185k，、51号が158kクという採食成績であ  

った＜  

イ．配合飼料粗飼料の採食  

90日令におけるモーレツトから配合飼料への切替期に51号でほかなりの残料が絢10  

日間にわたってみられた。へイキ1－プについてほ初動はくだいて口中に入れるようにし  

て採食にならさせたが後期いたると硬いまま口中でよくかんで食Lていた。生卓について  

はdl日日より1柑づつ給与をほじめたが、51号は採食成績がよくなく育成末期にいた  

っても101号の半分も採食しなかった。  

ウ．一般健康状態  

2頗とも全期間をとおして頑固の下痢がみられたが軟硬程度で問超はなく処置ほしなか  

った。101号Iま全期間をとおして産めて食欲旺盛であったが51号ほ配合の嗜好が点く   

やや体調をくずし、毛づやも感く特†こ粗飼料の採食が悪かゥたが全体としては心配するほ  

どのものでl土化かった。   

【5】飼料の消費慮と購入飼料費  

全期間の飼料消費量と購入飼料費はつぎのとおりであった。   

表d 飼料摂取羞と価格  

単 価   

牛  乳  
モーレツト特A  14Rl円  14   20874円  14   2087A円   

モーレ ツ ト   A5．d5  184   859鼠d  158   721二∠．7   

配  合   2鼠84  227   d775．7  19d   5848．d   

へイキス－プ  52．占d  55   114う．5  55．4  1091．1   

育 刈 飼 料  7d4  277  

計  18．AO4円  1d．259－8円   

－ムー   



101号は18．d（〕4円、51号は1d．2A O円r牛乳・青刈飼料をのぞく）で増体1kg  

に喫した飼料費はそれぞれ114．5円、124．A円であった。   

勘 必要養分法と摂取養分最  

生後日令時における摂取墟分毯とその日令時における体重より算出したNRC飼養揆進に   

ょる必要養分量と対比するとつぎのとおりである。  

表7 必要養分量と摂取養分量  

人工乳は飽食させたため90日令までは確端な蛋白過剰となりその後は粗飼料摂取量不  

足から鼠乾物、‘rl）Nの不足をきたし、高価な盛自をエネルギー源とLていることなLめ  

している．なお、この計訝にはイナワラ採食量Ii算入していない。  

4．考察とむすび  

近来の研究によれは子牛の育既には必ずしも良貨の乾草を給与しなくても生卓あるいはヘ  

イキューブとイナワラで十分育放できることが証明されている。しかし子牛の粗飼料利用が   

賀・量の薗から完成するのⅠ土9－12ケ月令といわれ、その虜1胃容櫨は戚牛はど大きくな   

く、反面栄養的には高架羞を必要とし、質の不良な飼料の給与lま成長の停止、腹部の膨大を   

まねくこととなる。したがって上記のような粗飼料で育成する場合は同時に給与する飼料の   

貿について配慮する必嘆がでてくる。  

－7一   



この試験においても90日令の人工給与期までは飽食させたためTDNは一応の水準に達し  

ていたが反面JCPほ腐端な過剰となった。しかしその後は粗飼料として生草、ヘイキューブ   

を与えたが、育晩配合を制限したためADlⅦ・T【）Nで不足をきたLていた。これは嗜好がへ   

イキ1－プに比べ生革の方が威かったためヘイキューブを喚いこまなかったことによるもので   

今回の試験では90回以降においてイナワラ自由採食分を加味してもA王）▲d、TDNを満足さ   

せることはできなかったものと思われる。Lたがって生卓の半乾をこゝろみることなど工夫が   

必要とされよう。   

なお、この成績を要約すると、   

（1）発育成廣…・り180日今における創尺偵はホル協平均値あるいは従来の場慣行育成成揺と  

比べ劣らなかった。  

（2）増体重・‥…それぞれ1dl吻rl）．G894タ≡）、150．5kダ（D．G725ダ）で、ホ  

ル協平均値あるいl王最蒔値を上まわる成績であった。   

（5）飼料摂取量・‥・▲▲一rl）NでそれぞれA24kg、550kダで1畑増体に委した養分登rTDN）  

は2．d5匝、2．55kgであっナニ。   

勘 飼料費‥＝‥それぞれの購入飼料費は18．AロA円．1d．25P8円（牛乳、生革を除く）  

であった。  

（5）超廉状阻‥・■・一部軟候程度の下痢がみられ∴育朕配合切替偶に残臥食欲不振がみられた  

ものの全般的に心配するような状態ほ尤からた。  

－8－   


